
庁議結果について 

日時   平成３０年４月２日（月）午前１１時００分から午前１１時１０分まで 

場所   本庁３階庁議室 

出席者  市長、各部局長等 計１８名 

説明員   

１ 市長挨拶 

・ 辞令交付式では、新規採用職員のやる気が感じられました。その若い職員の能

力を引き出し、伸ばしていただきたい。 

・ いい意味で自分の仕事に疑問を持って、前例踏襲とならないようにしていただ

きたい。また、新たな業務にもチャレンジしていただきたい。 

・ この庁議が最終決定の場であることから、市が取り上げて取り組まなければな

らないものについては、活発な意見交換を行っていただきたい。 

・ 一年間、健康には注意しながら活躍していただきたい。 

２ 報告 

平成３０年度予算の執行について（副市長） 

  平成３０年度当初予算は、「経営改革」と「まち・ひと・しごとの創生による 

活力あるまちづくりの推進」の２本の柱を念頭に編成している。 

 職員の一人ひとりが経営改革に対する意識を希薄化させることなく、強い決 

意をもって施策の実行に万全を期されたい。 

   歳入の確保の市税については、引き続き厳正な徴収対策を実施することによ

り、徴収率の向上を図り、予算計上額の確保と税の公正性を維持されたい。 

   国県支出金については、国・県の動向に留意し、新たな補助交付金などの情

報収集や活用を図られたい。 

   歳出の執行については、事業シートを活用したＰＤＣＡサイクルを通じて不

断の点検や改善を行い、成果目標の向上や達成のために最小の経費で最大の効

果が得られるよう予算執行されたい。 

   新たな施策の実施については、市民への説明や周知、市民ニーズの把握を十

分に行うとともに、スピード感を持って取り組まれたい。 

３ その他 

平成３０年度定例庁議年間予定について（総務部） 

定例庁議年間予定について説明。 

４ 閉会 


